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おじぎ・あいさつ再考 
 

理事 森下 はるみ 

 

 このところ、横綱の朝青龍やオリンピック・スノーボードの

国母選手の振る舞いが非難の的になりました。 そこには振る

舞い自体の良し悪しだけでなく、「トップ・アスリート」はかく

あれという世間の期待が内在しています。つまり、力が強いほ

ど、逆に日常場面では自制した“威威威威ありてありてありてありて猛猛猛猛からずからずからずからず”の美学を

人々が期待するからでしょう。強さをなまで誇示するのは、親

分より三下の役どころ、親分のほうは、ちょっとした目使い、あごの動きで目

下を意のままにしてしまいます。 

 アクセルが高まるほど、強靭なブレーキ力が必要になるのは、自動車だけでな

く人にもあてはまります。興奮過程と抑制過程という相反するものを、バランス

よく発達させるというのが子育ての理想です。また年をとると減ってくる興奮過

程、いいかえれば活動性の低下を防ぎ、さいごに停止するまで両者がバランスよ

くあれと願っているのが昨今の自分でもあります。 

 

 立ち居振る舞いの美学やしきたりには、ハード面とソフト面の両方がかかわり

ます。ハード面には、人という種が社会生活を必要としながら、一方で、どの動

物種よりも攻撃性が高いという矛盾があり、その解消策の一つがスポーツや娯楽

です。ここでは、とことんまで相手をやっつけたり、殺したりしないという動物

の闘い方がお手本です。 

 おじぎ・あいさつについても、ハード・ソフトの両面があります。もう 30 年

まえになりますが、岩下先生が”いかに振舞うかについてはよく知っているが、

なぜそうするかを探りたい”と来室されました。いわば、ソフトを裏付けるハー

ドの探求です。チャンスとばかり、学生たちともども、いろいろな振る舞い方を

教わり、あとで討議しました。動物にとり、あいさつ行動は、相手の攻撃性を抑

制するための服従・なだめ信号であること、形としては、攻撃や威嚇の振る舞い

と対極にあることなど興味ぶかい時間でした（森下、岩下：「身ぶり・しぐさの

型」（1985 年 11 月 体育の科学 35 掲載）。 マナー教育サポート協会の場合

も、このソフトとハードの両面で、今後ますますのよき蓄積があることを願っています。 

 

（お茶の水女子大 名誉教授） 
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賛助会員様インタビュー企画 

株式会社スリーライト様 
取材：大徳 はるみ/田辺 由香里 

 

私どもの活動にご支援を賜っている企業・団体様をご紹介させていただく企画です。 

今回は、株式会社スリーライト 

経営マネジメント本部 本部長      丸谷 裕則様 

経営マネジメント本部 すぐやるチーム  戸田 昇次様 

にお話しをお伺いしました。 

スリーライト様は、元々は印刷業でいらっしゃいましたが、 

今は商品企画やデザインなどなさってプロ野球球団の 

キャラクターや大手コンビ二チェーンの商品のデザインな 

ども手掛けていらっしゃいます。 

 

広 報：まずは、当協会の賛助会員になっていただいた経緯について、当協会と

の出会いを教えていただけますか。 

丸谷様：創立者の山中三千男と岩下先生のご縁で、創立以来、岩下先生に新入 

社員研修をお願いしていまして、その流れでＮＰＯともご縁ができました。 

 

広 報：企業理念を教えていただけますか。 

≪≪≪≪企業理念企業理念企業理念企業理念≫≫≫≫    

～わたしたちは社会、お客さま、社員、パートナーとともに～ 

価値value 生活者視点による柔軟な発想で、新たな価値を生み出しつづけます 

信頼trust 品質、環境、倫理において、お客様の満足と信頼を得つづけます 

誇りpride 持てる個性と能力を発揮して、仕事に喜びと誇りを持ちつづけます 

≪≪≪≪人財八訓人財八訓人財八訓人財八訓≫≫≫≫    

・出会ってよかったとお客様に思われる人であること 

・日々感謝を忘れず、感動や感激を与えられる人であること 

・スタッフの英知を結集して行動できる人であること 

・言葉によるコミュニケーションを大切にする人であること 

・自らを律し、自らで考え行動でき、広い視野を持つ人であること 

・失敗することより、挑戦しない、何もしないことを恐れる人であること 

・勇気を持って行動し、常に学び、挑戦しつづける人であること 

・社会の一員として、さまざまな面で社会貢献できる人であること 
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広 報：社員としてどのようなお気持で働いていますか。 

丸谷様：社員が幸せになれるような形で企業が発展していけばよいと思っていま

す。誰に対しても、思いやりということを忘れてしまっては会社として

も人間としても成長がないのかなと感じています。会社の為ということ

は自分の為でもあり、逆に自分の為ということは、会社の為でもある。

最終的には働いている皆さんが幸せになるような形の企業であること

がいちばんいいのかなと感じています。 

戸田様：社員がやりたいことをやらせてもらえる

環境がある会社だと思います。 

「社員のために」という土台があって、

そういうことができるのだということ

は感じています。 

 

広 報：会社立ち上げ時の苦労をお聞かせいただけますか？ 

丸谷様：入社時はまだ景気の良い時代でした。立ち上げ時のメンバーは非常に苦

労しました。 

一人で何役できるかということを常に考えていました。 

大手生命保険会社の営業の方に向けて、情報誌情報誌情報誌情報誌を作成して配り続けまし

た。毎朝 4 時に出社してその日の記事を作成。印刷してバイク便で届け

ることを10年間続けました。今、情報はネット配信になっていますが、

スリーライトが現在のような会社になった一つの要因はその仕事にあ

りました。モチベーションは仕事がイコール収入になったことだと思い

ます。 

どんな仕事であっても、できないと言わずやり続けることが大切だと思

います。 

 

※※※※情報誌情報誌情報誌情報誌（新聞の朝刊情報 ･･ 主要５紙の抜粋 裏面には色々な情報を掲載） 

 

広 報：何か知ってもらいたいことをお願いします。 

戸田様：昨年 2 月に工場を移転して、ワークススタジオｔ２をオープンさせまし

た。生産工場ですが、他社との差別化を図りカラーマネジメントの取り

組みをしていて印刷の国際規格 ISO も取得しました。これによって、お

客様の当社に対する安心感が増しました。 

カラーマネジメントとは画面で見る色と実際に出てきた時の色の違い

を極力出さないために色を数値化させて色の一致をさせることです。ま

た、お客様からの大切な情報を守るために誰でも入れる工場ではなく、
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セキュリティを強化させ、社員であっても簡単に中には入れないように

なっています。安心してお客様にお任せしていただけるような工夫をし

ています。温度湿度の管理も徹底させて、ハード面での強化を果たしま

した。 

 

広 報：社会貢献に関する考えをお聞かせいただけますか。 

丸谷様：大手コンビニチェーン様と第 2 土曜日 7 時半からお昼ごろまで上野公

園での掃除を続けています。上野の掃除は雨の日は中止になるのですが、

第２土曜日には雨が降らないんです（笑） 

戸田様：今の代表になってから、月一回クリーン活動をしています。第 2 月曜日

の朝、会社の共有部分と自分たちの部屋の掃除をし、働くことができる

ことに対する感謝の心を育てる取り組みをしています。 

 

広 報：すぐやるチームとは？ 

戸田様：社員の要望にすぐに答える為に、すぐやるチーム作りをしようと思いま

した。これは松戸出身の私と、もう一人松戸出身者がいるので、松戸市

のすぐやる課からヒントを受けてそのように名付けました。営業社員が

困るということ＝お客様が困るということ。社員満足はそのまま顧客満

足につながるのではと考えています。 

 

広 報：最後に、マナーについてお聞かせいただけますか。 

戸田様：マナーには終わりがないと思います。岩下先生のマナー研修を毎年行っ

ています。研修が終わった後も、名刺の渡し方、お客様が帰った後の応

接室を綺麗にしておくということなどに心を配っています。 

電話の応対も「有難うございます。スリーライトの○○です。」と必ず

言うようにしています。 

 

広 報：みなさん、こんにちはと気持ちのいい挨拶をされますし、前に伺ったと

きより入口がまた一層、明るく綺麗になってびっくりしました。 

また、スリーライト様には、当協会が設立当初の頃、講師養成講座でシ

ョールームをお借りし、大変お世話になりました。 

懐かしく、又、とても有り難く感謝しています。 

 

本日は取材にご協力いただきまして誠に有り難うございました。 
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    毎年『職場体験学習』事前マナー研修のご依頼をいただいている中学校で 

生徒の生活態度の向上に成功されている取組を教えていただきました。 

 

埼玉県三郷市立彦糸中学校 
教諭 野畑 昭徳 先生 

5555 年年年年にににに及及及及ぶぶぶぶ NPONPONPONPO マナーマナーマナーマナー教育教育教育教育サポートサポートサポートサポート協会協会協会協会とのとのとのとの    

連携連携連携連携からからからから生生生生まれたまれたまれたまれた生活習慣生活習慣生活習慣生活習慣のののの改善改善改善改善にににに向向向向けたけたけたけた    

５５５５SSSS（（（（整理整理整理整理・・・・整頓整頓整頓整頓・・・・清掃清掃清掃清掃・・・・清潔清潔清潔清潔・・・・躾躾躾躾））））のののの取組取組取組取組    

    

１．５Ｓについて 

職業に関する活動として職場体験が各地で盛んに行われています。この職場体

験の成果を以後の中学校生活に反映させ、生徒の一人一人の生き方につながる取

組としたいものです。そのため、本校では一般企業等で実践されている５Ｓ（整

理・整頓・清掃・清潔・躾）又は６Ｓ（５Ｓに作法を加えたもの）を総合的な学

習の時間に取り入れることで、働くことに対する意識を高めようと考えました。 

 

１ 整理(seiri) 必要な物と不必要な物を分けて、不必要な物を処分すること。 

２ 整頓(seiton) 必要な物がすぐ取り出せるように定位置に置くこと。 

３ 清掃(seisou) 汚れやゴミが無いようして美化・健康・安全を確保すること。 

４ 清潔(seiketu) 汚れのない状態を維持すること。 

５ 躾(shituke) 決められたことを決められたとおりに実行すること。 

６ 作法(sahou) 礼儀を尽くし、他を慈しむこと。 

 

具体的には、ダスキン東関東プロダクト株式会社とダスキン本社（暮らしの快

適化研究所）さんの協力を得て、清掃から入ることにより整理・整頓・清潔の活

動への展開が図ることができました。躾や作法については NPO マナー教育サポ

ート協会さんの協力を得て展開できました。結果として、この学習は実社会のベ

ースを探求することになり、社会や企業で職種を問わず求められている効率化や

安全、接遇の仕方などを計画的に学ぶことができました。 

 



7 

 

２．５S 検定の審査員として 

 昨年度より５S 検定という生活改善プログラムを実施しています。内容として

は上記の５S をペーパーテスト、実技テスト、日常の生活を組み合わせて、５S

ベーシック、５S リーダー、５S マイスター、５S ゴールドマイスターと 4 段階

で認定するものです。本校では５S ベーシックに認定されないと職場体験に参加

できません。ですから、その取得のために全生徒が積極的に活動しています。NPO

マナー教育サポート協会さんにはその中の躾と作法の部分の審査をお願いしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    躾躾躾躾とととと作法作法作法作法のののの審査審査審査審査              全体指導全体指導全体指導全体指導      

 

ダスキンさんには４S（整理・整頓・清掃・清潔）を中心に審査していただき

ました。その結果、1 年生では１００％の生徒が５S ベーシックを取得し、職場

体験にいくことができました。そして、多くの事業所から「今年の生徒は礼儀が

できていますね。」「お客さんとの対応がすばらしいですね。」「掃除がよくできま

すね。」といった感想が送られています。この検定試験は 2 年目を迎えますが、

NPO マナー教育サポート協会さんとの連携は 5 年になります。この長期的なつ

ながりが５S 検定となり、生徒の生活改善へと望ましい校風を創り上げています。

今後ともよろしくお願いします。 

 

 

★野畑 昭徳 先生の著書ご紹介★ 

 

英語授業パズルシート事典          中学校教育課程講座 

    （明治図書出版）          総合的な学習の時間 

                    （ぎょうせい） 

一部執筆 

 

◆英語授業アイデアシート事典（明治図書出版）など 
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特別講座 

帝国ホテル 立食パーティー マナー講座 
講師養成事業部  萩原 美江子 

平成 22 年 2 月 27 日（土）、春に近づく雨の日、帝国ホテ

ル東京にて講師養成事業部の特別講座「立食パーティーのマナ

ー講座」が開催されました。 

当日は、19 名の方々が参加され、老舗一流ホテルのパーテ

ィーに相応しいお酒落な服装で集われ、華やかで春らしい講座

となりました。 

講師を務めた理事長の岩下より、立食パーティーで留意すべきマナーについて

話しがあり、引き続き実技を学びました。 

立食パーティーでは、女性は小さめのバックをお持ちいただく

のが望ましいのですが、そのバックを持ちながら、片手でお皿とグ

ラスをスマートに持つ持ち方には、皆さん苦慮されているご様子で

した。こちらも、普段、岩下が申しているように 300 回の練習が必要です。 

また、つい美味しそうなお料理を目の前にすると、欲張ってお皿にたくさん盛

ってしまいがちです。コース料理を頂くように、前菜→メイン→デザートという

順に、それぞれのお皿を変え盛り付けすることで、より美味しく上品に召し上がれます。 

立食パーティーでは、知り合い同士でかたまったり、動かない壁の花になった

りしないように、折角の貴重な機会、初めてお目にかかる方とも名刺交換を含め

て積極的にご挨拶をし、できるだけ多くの方々と会話を楽しめるようにと楽しく

学んだ講座となりました。 

 

※※※※    立立立立ってってってっていていていていてはいけないはいけないはいけないはいけない場所場所場所場所 3333 つつつつ        ⇒⇒⇒⇒    入口・バーカウンター・料理の前（配膳台の前） 

 

【【【【話題話題話題話題がががが無無無無くなってしまったくなってしまったくなってしまったくなってしまった時時時時はははは…………】】】】    

き：季節の話 

ど：道楽・趣味の話 

に：ニュースの話 

た：旅の話 

て：テレビの話 

か：家族の話 

け：健康の話 

し：仕事の話 
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キッズフェスタに参加して 

研修事業部  川岸 秀子 

 

昨年８月に国際フォーラムで行われた、キッズフェスタに参加さ

せていただき、沢山の子どもたちと楽しい時間を共有し、思いがけ

ない発見や体験をいたしました。 

本当に子どもたちは、探究心、向上心が強く、クイズ、かるた、

箸使い、挨拶等、遊びながら一生懸命、目をキラキラとさせ、学ぼ

うとする姿に接し、マナーはかたちではなくこころだと実感いたしました。 

今回の経験を通じて【マナーは愛】思いやりの気持ちが、メッセージとして、

子どもたちに伝わったのかな？なんて、嬉しい発見や驚きが、満載、心が暖かい

気持ちになった私のイベント体験でした。 

参加出来た事に感謝しております。 

改めて、理事長 岩下の【マナーは愛】を一人でも多くの子どもたちに、どんど

ん、伝えて行きたいと、心に強く感じました。 

相手の心に響く、心のこもった思いやりの気持ちを伝え、子どもたちが、たく

ましく育ち、心が豊かで、楽しい日々を送るための活動を今後も精一杯、頑張り

たいと、心より願っております。 

私自身の研鑽も忘れずに… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マナーマナーマナーマナー教育教育教育教育サポートサポートサポートサポート協会協会協会協会からのからのからのからのメッセージメッセージメッセージメッセージ    

 

私たちの活動の一つに「学校に出向いて行う出張授業」があります。 

子どもたちにマナーの基本、思いやりの心を伝えることで、「アイムオーケ

ーユアオーケーの世界を作り上げられるといいな」との想いで活動を続け

ています。 

そして、子どもたちの感想文を読みますと、私たちの想いが伝わっていく

様子が感じられ、喜びの中に更なる努力への誓いを新たにしております。 

皆様の温かいご支援をお願いいたします。 
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広報グループ 

 

人を呼ぶと 3 つのいいことがあるといわれています。 

１．家がきれいになる 

２．お呼びした人と、より親しくなれる 

３．衣装の組み合わせが増える          

大切な友人やお世話になっている方を自宅にお招きする。ちょっとドキドキしま

すが、「あなたを大切にしています」という最上級の表現なのです。 

この夏はまずは『お茶でも』、と簡単おもてなしに挑戦してみませんか？ 

普段と違う空間でおしゃべりしてみると、新しい発見ができて、もっと大切な間

柄になることでしょう♪ 

 準備編準備編準備編準備編                                                                                                                         

STEP１ 

日時（週間予報などで天気のいい週などの調査）を決めて、ご招待。 

STEP2 

 お招きする方のイメージを思い浮かべながらその日のキーワードを決める。

（例えば、 花火  うちわ  金魚  青色  など） 

STEP3 

 片付け、お掃除は計画的に。テーマに沿った空間演出（テーブルセッティング

や玄関の飾り付けなど）を自分なりに楽しみながらイメージしてみましょう。 

STEP４（前日） 

 お菓子とお茶の準備。使う食器の準備。音楽、香り、お花などの選択。 

STEP5（当日） 

 お客様の目になって、玄関（家族の靴は仕舞っておく）、洗面所（髪の毛など

は落ちていないか、鏡は汚れていないか、普段使っている家族の歯ブラシなどは

仕舞っておく、水道の蛇口をピカピカに磨く）、トイレ（便器の蓋の裏側などの

汚れ、トイレットペーパーの補充）などをチェック。 
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 約束の時間前までに身支度もお忘れなく。お部屋の温度やおしぼりの準備。 

音楽や香りの演出。玄関とテーブルにウェルカムのお花（季節の花）などを飾っ

てお客様の到着を待ちましょう。 

 

おもてなしポイント                         

～ゆっくりとお話しするために～ 

あらかじめ、お茶や紅茶やお湯などをティーポットでテーブルに用意しておきま

しょう。 

（せっかくお招きしたのに、キッチンにずっと立ちっぱなしではお客様も気兼ね

してしまいます。） 

～お迎え 3 歩見送り 7 歩～ 

ドアフォンが鳴ったら急いで玄関に出て笑顔でウェルカム。靴も脱ぎやすいよう

に、椅子などを用意しておきましょう。 

お帰りの際には、一足先に玄関先へ行き電気をつけ、靴を履きやすいように揃え

ましょう。一軒家の場合は、家の外までお見送り。 

マンションの場合は、1 階まで一緒に下りて、車でこられた時は、車がマンショ

ンの敷地から出るまではお見送りしましょう。電車でこられたお客様であれば駅

までお送りしましょう。お迎えよりお見送りを丁寧にするのがポイントです。 

～心を残すメールを～ 

遠方の方などで無事ご帰宅されたか心配な場合は、夜にでも“今日は来てくれて

ありがとう”“楽しいひと時をありがとう”など一言お礼のメールを送ってみて

はいかがでしょう？ 

お招きした方に、楽しかった♪また是非お邪魔したい♪と思って頂けたらうれし

いですね。 
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箸使箸使箸使箸使いのいのいのいのマナーマナーマナーマナーパズルパズルパズルパズル 

【【【【問題問題問題問題】】】】    

言葉は、3 方向（↓ → ↘）のいずれか一直線に連続して並んでいます。 

どの文字も一度しか消せません。 

下の写真と絵を見て、8 つの箸使いの名前を解いてください。 

すべて消すとこれらの箸使いをあらわす言葉が出てきます。 

そのそのそのその言葉言葉言葉言葉と意味意味意味意味を書いてください。 

 

ウウウウ    ツツツツ    シシシシ    ササササ    シシシシ    

ワワワワ    ササササ    ナナナナ    ミミミミ    ダダダダ    

タタタタ    ヨヨヨヨ    カカカカ    イイイイ    ママママ    

シシシシ    セセセセ    ミミミミ    ササササ    ヨヨヨヨ    

チチチチ    ギギギギ    リリリリ    箸箸箸箸    イイイイ    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（調査研究グループ作成） 

皆様、答えを解いて、応募しませんか。 

応募いただいた正解者の中から抽選で 3 名様に、当協会 理事長 岩下宣子のサイン入り

マナー本をプレゼントいたします。 

応募方法は、メールまたは FAX で受け付けます。 

応募先：（件名）NPO マナー教育サポート協会 広報グループ 箸使いのマナーパズル宛 

メール：協会のホームページより(http://www.e-manners.org)、会員案内 会報誌閲覧画面で、

専用応募用紙を取り出し、メールに添付して応募ください。http://www.e-manners.org 

F A X：別紙の専用応募用紙で応募ください。 

また、専用応募用紙でなくても受付いたします。FAX 03-6272-9300 

締め切りは 22 年 8 月 31 日とさせていただきます。当選者の発表と答えは、次号に掲

載いたします。皆様の応募を、心よりお待ちしております。 
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活活活活動報告及動報告及動報告及動報告及びびびび予定予定予定予定    
 

活動結果報告活動結果報告活動結果報告活動結果報告（（（（第第第第 7777 期期期期上上上上期期期期：：：：2009/10/2009/10/2009/10/2009/10/１１１１----2010/32010/32010/32010/3////３１３１３１３１））））    

【【【【講師養成事業部講師養成事業部講師養成事業部講師養成事業部】】】】    

10 月～2 月 第 6 期生初級コース 

10 月～2 月 第 5 期生プロフェッショナルコース 

2 月    協会認定マナー講師資格試験 

2 月    特別講座 立食パーティーのマナー講座（帝国ホテル） 

    

【【【【研修事業部研修事業部研修事業部研修事業部】】】】    

◆子どもを対象にした講演 

10 月 坂戸市立浅羽野中学校、足立区立第 11 中学校様、港区立御成門中学校様、 

千葉市立朝日ヶ丘中学校様、 

日本サッカー協会アカデミー福島（女子）様 

11 月 中野区立中央中学校様、葛飾区立桜道中学校様、 

千葉市立貝塚中学校様、鶴ヶ島市立西中学校様、台東区立桜橋中学校、 

日本サッカー協会アカデミー福島（男子）様 

1 月 文京区立第１中学校様、千葉市立緑が丘中学校様、葛飾区立四ツ木中学校様、 

葛飾区立新小岩中学校様、三郷市立彦糸中学校様、葛飾区立常盤中学校様、 

練馬区立中村中学校様 

2 月 国士舘中学校様 

3 月 千代田女学園中学校様 

◆大人を対象にした講演 

11 月 富士見中学高等学校様（PTA） 

◆ビジネスマナー 

10 月 本郷消防署様 

3 月 三晃商事株式会社様 

 

 

【【【【業務業務業務業務サポートサポートサポートサポート部部部部】】】】    

・パズル制作とボード制作 

・出版社より、幼児から小学校の保護者・先生方を対象にしたマナー本の執筆依頼があり 

９名で執筆中（9 月発行予定） 

    



14 

 

活動予定活動予定活動予定活動予定（（（（第第第第 7777 期期期期下下下下期期期期：：：：20202020１０１０１０１０/4/1/4/1/4/1/4/1----20202020１０１０１０１０/9/30/9/30/9/30/9/30））））    

【【【【講師養成事業部講師養成事業部講師養成事業部講師養成事業部】】】】    

4 月 第 6 期生中級コース開講 

4 月 第 7 期生初級コース開講 

4 月 協会認定マナー講師資格認定授与式 

【【【【研修事業部研修事業部研修事業部研修事業部】】】】    

4 月 株式会社さくらケア様 

4 月 国士舘中学校様 

5 月 市村関東自然塾様（男子・女子） 

佼成学園女子中学校様 

6 月 新宿区立牛込第 1 中学校様 

東京都立小山台高校様 

新宿区立落合中学校様 

品川区立荏原平塚学園中学校様 

7 月 新宿区立西早稲田中学校様 

８月 東京私立中学高等学校協会様 

*上記ほか、多数ご依頼をいただいております。 

    

            「「「「中学中学中学中学３３３３年生対象年生対象年生対象年生対象マナーマナーマナーマナー講習講習講習講習」」」」のごのごのごのご案内案内案内案内    

「中学３年生に向けてのマナー指導」をというご要望があり、「中学３年生対象マナー講習」

を講演メニューに加えました。 

時間は二時限頂いており、一時限が体育館などで全体に向けて、義務教育を修了して自己

責任での生活が始まる状況で、よいコミュニケーションをとるために最低限必要となる事柄

を、クイズなどを交えながら話を進めます。 

二時限は教室にて、一時限で習ったことを踏まえ、高校受験に向けての面接対応を中心に

1 人 1 人が的確に行えるようご指導させていただきます。 

 

「「「「職場体験職場体験職場体験職場体験学習学習学習学習    事前事前事前事前マナーマナーマナーマナー研修研修研修研修」」」」ののののごごごご案内案内案内案内    

多くの中学校で｢総合｣の教科の時間に集団活動を通して心身の調和や、集団の一員と 

しての自覚を深めることを目標に「キャリア教育」職場体験学習を行なっています。 

学校とは異なる環境に入っていく中で、その不安を和らげ、思いやりの表現の仕方を学び、

社会に出てからも協力し合う気持ちを養い、自信を持って職場体験に望めるようご指導させ

ていただきます。 

 

～～～～今後今後今後今後もももも多多多多くのくのくのくの方方方方々々々々ののののマナーマナーマナーマナーのののの応援応援応援応援をしてをしてをしてをして参参参参りますりますりますります。。。。～～～～    
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ごごごご支援支援支援支援いただいているいただいているいただいているいただいている皆様皆様皆様皆様     

■株式会社アスク様             （http://www.ask-gp.co.jp/） 

■イーハウス・アーキ・コラボレーション様 （http://www.e-house.gr.jp/） 

■ＮＴＴコムウェア株式会社様              （http://www.nttcom.co.jp/） 

■株式会社ＮＴＴデータ様          （http://www.nttdata.co.jp/） 

■菊地道子税理士事務所様 

■株式会社協和エクシオ様          （http://www.exeo.co.jp/） 

■株式会社グローバルシティ様        （http://www.globalcity.co.jp） 

■興南プレス工業株式会社様        （http://www.tcn-catv.ne.jp/~kounan-press） 

■コムシスホールディングス株式会社様      （http://www.comsys-hd.co.jp/） 

■コメスタ・ドーム株式会社様       （http://www.comestadome.com/） 

■三晃商事株式会社様             （http://www.sankoh-group.com/） 

■サンルートプラザ東京様                （http://www.sunroute-plaza-tokyo.co.jp/） 

■株式会社スリーライト様           （http://www.threelight.co.jp/） 

■学校法人誠真学園小中台幼稚園様          （http://www.ans.co.jp/k/konakadai/） 

■大明株式会社様                          （http://www.daimei.co.jp/） 

■株式会社峠喜重朗商店様                   (http://www.to-ge.co.jp/) 

■播磨機工株式会社様                      （http://www.sankoh-group.com/） 

■株式会社万葉軒様             （http://www.manyouken.co.jp/） 

■吉井商事様                              （http://www.yoshiishoji.com/company/) 

■株式会社リコー様             （http://www.ricoh.co.jp/） 

■ＮＰＯ法人りすシステム様        （http://www.seizenkeiyaku.org/HP/home.html） 

■レストランおまかせ亭様          （http://www.omakasety.com/） 

 

 

相津美幸、青木まき子、秋葉節子、新井ヒデ子、飯泉幸雄、石井敏明、伊藤誠一、伊藤康子、

伊藤弥生、稲垣裕久、今村光子、岩下宣子、岩下義弘、岩渕武、梅津稔、梅本久美子、 

江口和美、大藪昌代、岡本祐子、香月泰、勝田晶子、加藤恵子、加藤幸子、鐘ヶ江美和子、

神山美智子、川岸秀子、菊池洋子、岸田輝美、木ノ原誠司、熊澤厚子、藏満勝子、黒須シズ、

黒須裕代、古関裕美、河野多紀、金野裕子、佐藤絹代、佐藤元昭、重松照代、島崎和子、 

鈴木初江、鈴木秀子、鈴木美和、染谷利江、大徳はるみ、高村多英子、田口和司、田口理恵、

田中昌子、田中ゆり子、田辺由香里、土田美子、寺内政子、土肥誠、中嶋洋子、長塩由美、

永山利之、西山弓子、根本博史、野﨑文乃、野田頭よし子、萩原多美子、萩原美江子、 

早川尚子、藤井敏信、藤野勲、古屋隆、星野久子、前田美智子、松井憲子、松尾祐子、 

松本栄子、三浦和昌、三浦順一郎、三浦千賀、南節子、向山邦子、向山忠男、向山ひろ子、 

向山浩司、向山代志子、村上智美、森下はるみ、湯浅智子、吉田育代、吉田富美子、 

吉村景美、和田香代子、渡辺キヱ、渡邉ひろみ、渡辺有希  （五十音順、敬称略） 

 

（五十音順） 
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会員会員会員会員募集募集募集募集ののののごごごご案内案内案内案内    
会員は、活動主旨に賛同し、支援してくださる個人または法人の皆様です。 

年会費 正会員 （個人）  ５，０００円 

賛助会員（法人） １口 １０，０００円より 

私たちの活動にご理解を賜り、ご支援ご協力くださいますようお願いいたします。 

 

 

運運運運営体営体営体営体制制制制 

活動を円滑に進めるために次のような運営体制を設けております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おおおお問合問合問合問合せせせせ 
特定非営利活動法人 マナー教育サポート協会 

認証番号 ： 15 生都協市特第 1585 号（平成 15 年 11 月 5 日東京都） 

所 在 地 ： 東京都千代田区九段北１－９－５ 朝日九段マンション１１１７号 

（不在の時もございます。御用の際はご予約をお願いいたします。） 

電 話：03-3239-0229 

F A X：03-6272-9300 

メ ー ル：e-manners@eagle.ocn.ne.jp 

ホームページ：http://www.e-manners.org 
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